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は
じ
め
に
　
私
的
独
占
禁
止
及
び
公
正
取
引
に
関
す
る
法
律
（
以
下
独
禁
法
と
記
す
）
第
二
条
六
項
及
び
第
三
条
後
段
に
規
定
さ
れ
る
不
当
な
取
引
制
限
の
成
立
に
、
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
審
判
決
上
及
び
学
説
上
、
ほ
ぼ
確
立
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
不
当
な
取
引
制
限
が
違
法
行
為
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
第
一
に
、
こ
の
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
が
、
書
面
に
よ
る
明
確
な
契
約
の
締
結
と
か
会
議
に
お
け
る
正
式
の
決
議
等
の
、
明
示
の
合
意
の
形
を
と
ら
な
い
場
合
が
多
く
、
第
二
に
、
そ
れ
と
相
ま
っ
て
、
直
接
証
拠
に
よ
る
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
立
証
が
容
易
で
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
立
証
を
容
易
に
す
る
為
に
は
、
①
（
黙
示
の
合
意
の
成
立
等
の
）
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
成
立
要
件
の
緩
和
（
も
し
く
は
外
延
の
伸
張
）
、
及
び
②
間
接
事
実
に
よ
る
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
立
証
が
、
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
合
理
的
な
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
成
立
要
件
の
形
成
、
及
び
適
正
な
間
接
事
実
に
よ
る
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
立
証
方
法
の
確
立
、
を
最
終
の
目
標
と
し
て
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
ま
ず
、
我
国
の
審
判
決
の
態
度
を
上
記
①
、
②
の
観
点
よ
り
考
察
し
、
次
に
、
内
ﾛ
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に
、
寡
占
市
場
の
平
行
行
為
に
お
け
る
合
意
の
間
接
証
拠
に
よ
る
立
証
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
一
　
我
国
の
審
、
判
決
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不
当
な
取
引
制
限
に
関
す
る
審
決
は
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
に
お
い
て
、
一
〇
三
件
あ
る
が
、
こ
の
中
に
同
意
審
決
が
三
十
五
件
、
勧
告
審
決
が
四
十
九
件
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
、
高
裁
に
お
い
て
争
わ
れ
た
も
の
が
三
件
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
勧
告
審
決
及
び
同
意
審
決
は
被
審
人
が
争
っ
て
い
な
い
の
で
、
審
決
内
容
は
あ
っ
さ
り
「
申
し
合
わ
せ
」
等
の
事
実
を
認
定
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
「
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
成
立
要
件
の
緩
和
」
及
び
「
間
接
事
実
に
よ
る
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
立
証
」
に
関
し
て
立
入
っ
た
態
度
を
表
明
し
て
い
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
検
討
を
省
略
す
る
。
ま
た
、
通
常
の
審
判
手
続
を
経
た
審
決
の
う
ち
で
も
、
日
本
エ
ア
コ
ン
ジ
シ
ョ
ナ
ー
ズ
株
式
会
社
に
対
す
る
件
ほ
か
十
一
件
は
、
や
は
り
「
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
成
立
要
件
の
緩
和
」
及
び
「
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
間
接
事
実
に
よ
る
立
証
」
に
関
し
態
度
を
表
明
し
て
い
な
い
の
で
、
検
討
を
省
略
す
る
。
本
稿
で
は
、
「
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
成
立
要
件
の
緩
和
」
も
し
く
は
「
間
接
事
実
に
よ
る
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
立
証
」
に
関
し
何
ら
か
の
態
度
を
表
明
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
次
の
審
判
決
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
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１
　
湯
浅
木
材
工
業
（
株
）
ほ
か
六
十
四
名
に
対
す
る
件
（
昭
二
十
三
判
二
　
昭
二
十
四
年
八
月
三
十
日
審
決
　
公
正
取
引
委
員
会
　
審
決
集
一
巻
ｌ
六
十
二
頁
）
２
　
株
式
会
社
朝
日
新
聞
社
ほ
か
二
十
六
名
に
対
す
る
件
（
昭
和
二
四
年
（
判
）
第
二
〇
号
、
昭
和
二
六
年
四
月
七
日
審
決
、
公
正
　
取
引
委
員
会
審
決
集
三
巻
四
頁
）
。
新
聞
販
路
協
定
事
件
（
東
京
高
裁
昭
二
八
年
三
月
九
日
判
決
、
高
裁
民
集
六
巻
九
号
四
三
五
頁
）
３
　
野
田
醤
油
（
株
）
ほ
か
四
名
に
対
す
る
件
（
昭
和
二
十
五
年
（
判
）
五
十
九
　
昭
和
二
十
七
年
四
月
四
日
審
決
　
公
正
取
引
委
　
員
会
審
決
集
四
巻
ｌ
一
頁
）
４
　
片
倉
工
業
（
株
）
ほ
か
十
六
名
に
対
す
る
件
（
昭
和
二
十
五
年
判
六
十
二
　
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日
審
決
　
公
正
取
引
　
委
員
会
審
決
集
四
巻
－
八
十
頁
）
　
　
　
　
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
合
意
の
立
証
に
関
す
る
若
干
の
考
察
日
５
　
川
口
製
糸
（
株
）
ほ
か
三
名
に
対
す
る
件
（
昭
和
二
十
五
年
（
判
）
六
十
三
　
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日
審
決
　
公
正
取
　
引
委
員
会
審
決
集
四
巻
九
十
八
頁
）
６
　
東
洋
レ
ー
ョ
ン
（
株
）
ほ
か
十
二
名
に
対
す
る
件
（
昭
和
二
十
七
年
（
判
）
二
　
昭
和
二
十
八
年
八
月
六
日
審
決
　
公
正
取
引
　
委
員
会
審
決
集
五
巻
一
七
頁
）
７
　
日
本
石
油
（
株
）
ほ
か
十
名
に
対
す
る
件
（
昭
和
二
十
八
年
（
判
）
　
一
　
昭
和
三
十
年
十
二
月
一
日
審
決
　
公
正
取
引
委
員
会
　
審
決
集
七
巻
七
十
頁
）
。
石
油
価
格
協
定
事
件
（
東
京
高
裁
昭
三
十
一
年
十
一
月
九
日
判
決
、
行
政
例
集
七
巻
十
一
号
二
八
四
九
頁
）
８
　
鐘
淵
紡
績
（
株
）
ほ
か
九
名
に
対
す
る
件
（
昭
和
三
十
九
年
（
判
）
　
一
　
昭
和
四
十
年
五
月
二
十
日
審
決
、
公
正
取
引
委
員
会
　
審
決
集
十
三
巻
十
八
頁
）
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Ｏ
　
湯
浅
木
材
工
業
（
株
）
ほ
か
六
十
四
名
に
対
す
る
件
（
昭
和
二
十
三
年
（
判
）
第
二
号
　
昭
和
二
四
年
八
月
三
十
日
審
決
）
Ｉ
　
審
決
の
概
要
１
　
認
定
事
実
　
第
一
…
…
被
審
人
は
、
日
本
国
内
各
地
に
お
い
て
、
合
板
の
製
造
並
び
に
販
売
の
業
務
を
営
む
事
業
者
及
び
日
本
合
板
工
業
組
合
連
合
会
（
以
下
日
合
連
と
略
称
す
る
＝
合
板
製
造
業
者
等
を
組
合
員
と
す
る
各
都
道
府
県
合
板
林
産
組
合
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
団
体
若
し
く
は
個
人
を
構
成
員
と
し
、
合
板
及
び
合
板
用
資
材
の
需
給
調
整
に
関
す
る
調
査
、
研
究
並
び
に
計
画
、
合
板
の
規
格
及
び
価
格
に
関
す
る
調
査
、
研
究
、
合
板
に
関
す
る
立
案
、
建
言
、
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
合
板
製
造
業
者
に
よ
り
、
そ
の
中
央
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
）
で
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あ
る
。
　
第
二
…
…
進
駐
軍
発
注
に
係
る
合
板
の
納
入
は
、
終
戦
以
来
、
か
ね
て
戦
災
復
興
院
（
昭
和
二
十
二
年
九
月
一
日
以
降
は
特
別
調
達
庁
）
と
日
合
連
と
の
間
に
一
括
し
て
契
約
さ
れ
、
日
合
連
は
さ
ら
に
こ
れ
を
各
製
造
業
者
に
割
当
て
て
、
そ
の
製
作
並
び
に
納
入
を
行
な
わ
せ
る
方
式
が
採
ら
れ
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
、
昭
和
二
十
三
年
三
月
に
、
進
駐
軍
第
ハ
軍
軍
政
部
か
ら
特
別
調
達
方
に
対
し
て
、
納
期
を
同
年
七
月
末
と
し
て
、
約
九
十
四
万
枚
の
合
板
の
正
式
要
求
が
発
せ
ら
れ
る
に
当
り
、
特
別
調
達
庁
は
今
後
各
合
板
製
造
業
者
か
ら
直
接
同
庁
に
納
入
さ
せ
る
と
と
も
に
、
日
合
連
は
そ
の
間
に
介
存
さ
せ
な
い
こ
と
と
定
め
た
。
そ
し
て
、
そ
の
契
約
締
結
の
方
法
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
見
積
合
わ
せ
入
札
の
方
法
に
よ
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
第
一
回
見
積
合
せ
入
札
が
昭
和
二
十
三
年
四
月
十
二
日
に
行
な
わ
れ
た
。
　
第
三
…
…
省
く
。
　
第
四
…
…
（
昭
和
二
十
三
年
四
月
当
時
は
、
物
価
は
な
お
昂
騰
の
傾
向
に
あ
り
、
し
か
も
今
回
納
入
品
に
つ
い
て
は
、
規
格
が
特
に
厳
格
に
定
め
ら
れ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
公
定
価
格
の
改
定
に
伴
い
、
契
約
価
格
も
ま
た
改
正
さ
れ
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
ス
ラ
イ
ド
条
項
」
の
適
用
が
今
回
は
な
い
と
の
風
評
が
伝
わ
っ
た
為
）
各
業
者
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
頃
、
物
価
統
制
令
第
三
条
第
一
項
但
書
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
進
駐
軍
向
特
殊
合
板
の
例
外
許
可
価
格
を
相
当
上
回
る
価
格
で
な
け
れ
ば
採
算
が
と
れ
ぬ
と
考
え
る
一
方
、
万
一
落
札
不
能
の
場
合
に
は
、
国
内
需
要
の
な
い
特
殊
製
品
を
か
か
え
こ
み
、
さ
ら
に
、
金
融
、
輸
送
の
面
で
も
幾
多
の
便
役
を
失
う
こ
と
と
な
る
こ
と
を
思
い
、
こ
こ
に
、
各
業
者
は
ど
の
程
度
の
価
格
で
入
札
す
れ
ば
落
札
も
で
き
、
採
算
上
も
さ
ほ
ど
の
不
利
益
を
蒙
ら
ず
に
す
む
か
に
つ
い
て
、
種
々
考
慮
を
廻
ら
し
、
互
い
に
他
の
業
者
の
意
中
を
忖
度
し
つ
つ
あ
っ
た
。
　
第
五
…
…
折
柄
、
被
審
人
日
合
連
以
外
の
本
件
被
審
人
等
を
含
む
ほ
と
ん
ど
全
て
の
指
定
製
造
業
者
は
、
日
合
連
の
招
集
に
応
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じ
、
同
年
四
月
八
日
、
東
京
都
台
東
区
上
野
精
義
軒
に
集
合
し
、
右
同
日
及
び
同
月
十
一
日
頃
に
は
、
被
審
人
白
林
商
行
事
宮
崎
賢
一
郎
外
的
十
三
名
の
被
審
人
を
含
む
業
者
の
代
表
者
ま
た
は
代
理
人
が
一
回
に
的
十
四
、
五
名
ず
つ
、
東
京
都
中
央
区
銀
座
旅
館
松
月
荘
に
、
同
月
十
日
頃
に
は
被
審
人
日
本
ベ
ニ
ヤ
製
造
株
式
会
社
外
的
八
名
の
被
審
人
等
を
含
む
業
者
の
代
表
者
ま
た
は
代
理
人
が
、
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド
株
式
会
社
東
京
事
務
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
集
合
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
か
ね
て
、
入
札
価
格
の
程
度
の
判
断
に
つ
い
て
苦
心
し
て
い
た
前
記
業
者
等
被
審
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
右
の
会
合
ま
た
は
そ
の
他
の
場
所
に
お
い
て
、
見
積
価
格
に
つ
い
て
種
々
雑
談
の
末
、
各
自
、
自
己
以
外
の
者
は
、
旧
例
外
許
可
価
格
の
的
一
割
高
の
価
格
を
以
っ
て
入
札
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
察
知
す
る
と
と
も
に
、
自
己
も
ま
た
こ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
て
右
の
価
格
を
も
っ
て
入
札
し
よ
う
と
決
意
し
、
右
決
意
に
し
た
が
っ
て
、
お
の
お
の
、
同
月
十
二
日
行
な
わ
れ
た
前
記
第
一
回
見
積
合
せ
入
札
に
お
い
て
、
旧
例
外
許
可
価
格
の
的
一
割
高
の
価
格
で
入
札
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
第
六
…
…
特
別
調
達
庁
は
、
右
見
積
り
合
せ
入
札
の
結
果
は
、
大
部
分
予
定
価
格
を
超
過
し
て
お
り
、
且
つ
、
協
定
し
て
価
格
を
決
定
し
た
疑
い
が
あ
る
と
し
て
、
右
第
一
回
見
積
り
合
せ
入
札
を
無
効
と
し
、
同
月
十
五
日
第
二
回
見
積
り
合
せ
入
札
を
行
な
う
旨
を
決
定
す
る
と
共
に
、
こ
の
度
は
前
記
ス
ラ
イ
ド
条
項
を
適
用
す
べ
き
こ
と
を
明
示
し
た
。
し
か
る
に
、
こ
れ
に
先
だ
ち
、
同
月
十
四
目
頃
、
被
審
人
新
田
ベ
ニ
ヤ
エ
業
株
式
会
社
外
六
名
の
被
審
人
等
を
含
む
業
者
の
代
表
者
ま
た
は
代
理
人
的
十
四
、
五
名
は
、
再
び
前
記
松
月
荘
に
集
合
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
第
一
回
入
札
の
無
効
を
う
す
う
す
感
付
い
て
い
た
業
者
等
被
審
人
は
、
右
集
合
を
通
じ
、
ま
た
は
そ
の
他
の
場
所
に
お
い
て
見
積
り
価
格
に
つ
い
て
種
々
雑
談
の
末
、
各
自
、
自
己
以
外
の
も
の
は
旧
例
外
許
可
価
格
の
前
後
を
以
っ
て
入
札
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
察
知
す
る
と
と
も
に
、
自
己
も
ま
た
こ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
て
、
右
の
価
格
で
入
札
し
よ
う
と
決
意
し
、
右
決
意
に
し
た
が
っ
て
、
お
の
お
の
、
同
月
十
五
日
に
行
な
わ
れ
た
第
二
回
見
積
り
合
せ
入
札
に
お
い
て
、
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旧
例
外
許
可
価
格
の
前
後
の
価
格
を
以
っ
て
入
札
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
第
七
…
…
特
別
調
達
庁
は
、
こ
の
第
二
回
見
積
り
合
せ
入
札
に
つ
い
て
も
、
前
記
第
一
回
見
積
り
合
せ
入
札
の
場
合
と
同
様
の
理
由
に
ょ
り
、
そ
の
大
部
分
を
無
効
と
し
、
そ
れ
等
各
業
者
と
個
別
接
衝
を
重
ね
た
末
、
各
業
者
と
の
間
に
前
記
各
サ
イ
ズ
に
つ
き
、
い
ず
れ
も
旧
例
外
許
可
価
格
よ
り
約
五
十
銭
低
廉
な
単
価
で
納
入
す
る
旨
の
契
約
を
締
結
す
る
に
至
っ
て
こ
こ
に
、
こ
の
入
札
価
格
の
落
着
を
み
た
の
で
あ
る
。
　
第
ハ
…
…
被
審
人
曰
合
連
は
、
四
月
ハ
曰
に
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
指
定
製
造
業
者
を
上
野
精
義
軒
に
集
合
さ
せ
、
本
件
見
積
り
合
せ
入
札
の
手
続
き
に
関
す
る
説
明
を
行
な
っ
た
（
前
記
第
五
認
定
）
が
、
こ
れ
は
、
第
五
及
び
第
六
認
定
の
よ
う
な
被
審
人
業
者
等
の
行
為
の
起
り
得
る
こ
と
を
予
見
し
な
が
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
、
結
局
、
被
審
人
業
者
等
の
入
札
価
格
に
関
す
る
前
記
決
定
を
容
易
な
ら
し
め
、
こ
れ
に
加
工
し
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
２
　
審
決
要
旨
　
1
0
ま
ず
被
審
人
日
合
連
以
外
の
被
審
人
（
製
造
業
者
）
に
つ
い
て
は
、
「
法
令
の
適
用
」
に
お
い
て
『
先
づ
、
被
審
人
日
合
連
を
除
く
そ
の
他
の
被
審
人
等
が
、
前
記
第
五
及
び
第
六
認
定
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
の
下
に
第
一
、
二
回
の
入
札
に
参
加
し
た
事
実
は
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
以
下
独
禁
法
と
略
称
す
る
）
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
「
共
同
し
て
対
価
を
決
定
し
た
」
も
の
に
該
当
す
る
と
共
に
、
同
法
弟
二
条
第
四
項
に
い
わ
ゆ
る
「
共
同
し
て
相
互
に
そ
の
事
業
活
動
を
拘
束
し
、
ま
た
は
遂
行
し
た
」
も
の
に
も
該
当
す
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
て
、
こ
の
点
に
関
し
て
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
共
同
行
為
あ
り
と
い
わ
ん
が
為
に
は
、
ど
の
程
度
の
主
観
的
意
思
の
連
絡
が
必
要
で
あ
る
か
の
判
断
で
あ
る
が
、
当
委
員
会
は
、
共
同
行
為
の
成
立
に
は
、
単
に
行
為
の
結
果
が
外
形
上
一
致
し
た
事
実
が
あ
る
だ
け
で
は
、
未
だ
十
分
で
な
く
、
進
ん
で
、
行
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為
者
間
に
何
ら
か
の
意
思
の
連
絡
が
存
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
も
の
と
解
す
る
と
と
も
に
、
本
件
に
お
け
る
が
ご
と
き
事
情
の
下
に
、
惑
る
者
が
他
郷
真
鯛
行
動
を
予
測
し
こ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
る
意
思
で
同
一
行
動
に
出
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
れ
等
の
者
の
間
に
、
右
に
い
う
意
思
の
連
絡
が
あ
る
も
の
と
認
め
る
に
足
る
も
の
と
解
す
る
』
と
し
て
、
不
当
な
取
引
制
限
の
存
存
を
認
め
（
即
ち
、
独
禁
法
第
三
条
後
段
及
び
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
違
反
す
る
と
し
て
い
る
）
、
主
文
に
お
い
て
「
…
…
被
審
人
等
は
、
将
来
合
板
の
納
入
に
関
す
る
公
の
入
札
に
当
り
、
同
業
者
団
体
の
入
札
価
格
に
関
す
る
指
示
若
し
く
は
勧
奨
に
し
た
が
っ
て
価
格
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
動
を
し
、
ま
た
は
契
約
、
協
定
そ
の
他
何
等
の
名
義
を
以
っ
て
す
る
か
を
問
わ
ず
、
同
業
者
間
に
お
い
て
入
札
価
格
の
協
定
を
し
、
若
し
く
は
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
よ
う
な
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
…
…
」
と
命
じ
て
い
る
。
　
ご
ま
た
、
被
審
人
日
合
連
に
つ
い
て
は
、
「
法
令
の
適
用
」
に
お
い
て
、
被
審
人
日
合
連
の
前
記
第
ハ
認
定
の
行
為
も
同
様
に
独
禁
法
第
三
条
後
段
及
び
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
違
反
す
る
と
し
て
い
る
が
、
た
だ
、
日
合
連
は
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
五
日
閉
鎖
機
関
に
指
定
せ
ら
れ
、
閉
鎖
機
関
令
第
三
条
に
よ
る
業
務
の
指
定
も
な
さ
れ
て
な
い
か
ら
、
将
来
違
反
行
為
が
く
り
返
さ
れ
る
危
険
は
な
い
も
の
と
し
て
、
日
合
連
に
対
し
て
は
、
主
文
に
お
い
て
別
段
の
措
置
は
命
じ
て
な
い
。
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丑
　
考
察
１
　
意
思
の
連
絡
の
必
要
性
、
及
び
、
そ
の
成
立
要
件
の
緩
和
（
も
し
く
は
間
接
事
実
に
よ
る
証
明
）
　
0
0
　
意
思
の
連
絡
の
必
要
性
　
本
審
決
は
、
「
法
令
の
適
用
」
に
お
い
て
、
ま
ず
「
共
同
行
為
の
成
立
に
は
…
…
行
為
者
間
に
何
等
か
の
意
思
の
連
絡
が
存
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
」
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
不
当
な
取
引
制
限
が
成
立
す
る
為
に
は
意
識
的
平
行
行
為
で
は
不
十
分
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
㈲
　
意
思
の
連
絡
の
成
立
要
件
の
緩
和
（
も
し
く
は
意
思
の
連
絡
の
聞
接
事
実
に
よ
る
証
明
）
　
本
審
決
は
続
け
て
「
本
件
に
お
け
る
が
如
き
事
情
の
下
に
、
惑
る
者
が
他
の
者
の
行
動
を
予
測
し
、
こ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
る
意
思
で
同
一
行
動
に
出
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
↓
こ
れ
ら
の
者
の
間
に
、
右
に
い
う
意
思
の
連
絡
が
あ
る
も
の
と
認
め
る
に
足
る
も
の
と
解
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
　
1
0
こ
の
法
命
題
は
、
前
後
の
文
脈
か
ら
考
え
て
、
「
前
記
第
五
及
び
第
六
認
定
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
の
下
に
、
第
一
、
二
回
の
入
札
に
参
加
し
た
事
実
」
が
、
意
思
の
連
絡
を
一
つ
の
法
律
事
実
と
す
る
法
律
要
件
「
共
同
し
て
対
価
を
決
定
す
る
こ
と
」
及
び
「
共
同
し
て
相
互
に
そ
の
事
業
活
動
を
拘
束
し
ま
た
は
遂
行
す
る
こ
と
」
に
包
摂
さ
れ
る
、
と
い
う
判
断
を
導
き
出
す
為
の
作
業
の
一
環
と
し
て
、
上
記
事
実
を
抽
象
化
し
て
「
本
件
に
お
け
る
が
如
き
事
情
の
下
に
、
惑
る
者
が
他
の
者
の
行
動
を
予
測
し
こ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
る
意
思
で
同
一
行
動
に
出
る
」
と
い
う
行
動
類
型
を
構
成
し
、
こ
の
行
動
類
型
が
、
①
「
意
思
の
連
絡
」
に
包
摂
さ
れ
る
（
も
し
く
は
意
思
の
連
結
の
外
延
に
含
ま
れ
る
）
と
し
、
ま
た
は
②
意
思
の
連
絡
を
推
定
も
し
く
は
証
明
せ
し
め
る
間
接
事
実
で
あ
る
と
し
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
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そ
し
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
行
動
類
型
に
該
当
す
る
事
実
が
立
証
さ
れ
れ
ば
、
意
思
の
連
絡
が
存
存
し
、
ま
た
は
そ
の
存
在
が
証
明
も
し
く
は
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
ご
と
こ
ろ
で
「
本
件
に
お
け
る
が
如
き
事
情
の
下
に
」
と
は
非
常
に
漠
然
と
し
た
表
現
で
あ
り
、
上
記
行
動
類
型
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
そ
こ
で
上
記
事
実
（
＝
第
五
、
第
六
認
定
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
の
下
に
、
第
一
、
二
回
の
入
札
に
参
加
し
た
事
実
）
を
抽
象
化
す
る
作
業
を
通
し
て
、
そ
の
意
味
を
明
確
に
し
て
み
よ
う
。
　
上
記
行
動
類
型
が
上
記
事
実
を
ど
の
程
度
抽
象
化
し
た
も
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
行
動
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
「
入
札
」
は
「
行
動
」
ま
で
抽
象
化
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
　
①
第
五
、
第
六
認
定
事
実
の
う
ち
、
「
入
札
」
を
「
行
動
」
と
抽
象
化
す
れ
ば
、
「
集
会
に
お
い
て
種
々
雑
談
の
末
、
各
自
、
自
己
以
外
の
者
は
一
定
の
行
動
に
出
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
察
知
す
る
と
共
に
、
自
己
も
ま
た
こ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
よ
う
と
決
意
し
、
同
一
行
動
に
出
る
」
と
い
う
行
動
類
型
が
形
成
さ
れ
る
。
　
②
し
か
し
、
上
記
行
動
類
型
の
「
或
る
者
が
他
の
者
の
行
動
を
予
測
し
」
の
「
或
る
者
」
及
び
「
他
の
者
」
に
着
目
す
る
と
、
さ
ら
に
第
五
、
第
六
認
定
の
事
実
の
「
各
自
」
及
び
「
自
己
以
外
の
者
」
が
「
或
る
者
」
及
び
「
他
の
者
」
と
換
置
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
上
記
行
動
類
型
は
、
「
集
会
の
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
各
々
（
各
自
）
が
、
他
の
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
（
自
己
以
外
の
者
）
は
一
定
の
行
動
に
出
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
察
知
し
、
自
己
も
ま
た
、
こ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
よ
う
と
決
意
し
同
一
行
動
に
出
る
こ
と
」
ま
で
要
求
す
る
も
の
で
は
な
く
、
「
集
会
の
メ
ン
バ
ー
の
任
意
の
一
人
（
惑
る
者
）
が
集
会
の
他
の
メ
ン
バ
ー
の
任
意
の
一
人
（
他
の
者
）
の
行
動
を
予
測
し
、
こ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
る
意
思
で
同
一
行
動
に
出
る
こ
と
」
を
内
容
と
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
「
或
る
者
」
に
よ
り
そ
の
行
動
を
予
測
さ
れ
る
「
他
の
者
」
も
、
逆
に
「
或
る
者
」
の
行
動
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を
予
測
し
そ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
る
意
思
で
同
一
行
動
に
出
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
は
、
文
言
上
か
な
ら
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
行
動
類
型
が
「
本
件
に
お
け
る
が
ご
と
き
事
情
の
下
に
」
な
さ
れ
る
行
動
類
型
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
第
五
、
第
六
認
定
の
事
実
を
抽
象
化
し
て
構
成
さ
れ
た
行
動
類
型
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「
他
の
者
」
も
逆
に
「
或
る
者
」
の
行
動
を
予
測
し
そ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
る
意
思
で
同
一
行
動
に
出
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
「
或
る
者
」
及
び
「
他
の
者
」
と
い
う
表
現
に
着
目
す
る
時
は
、
上
記
行
動
類
型
は
、
「
集
会
の
メ
ン
バ
ー
の
任
意
の
二
人
（
惑
る
者
と
他
の
者
）
が
、
互
い
に
そ
の
行
動
を
予
測
し
、
互
い
に
歩
調
を
そ
ろ
え
る
意
思
で
同
一
行
動
に
で
る
こ
と
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
本
審
決
が
構
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
行
動
類
型
が
上
記
①
②
の
う
ち
の
ど
れ
で
あ
る
か
は
、
本
審
決
を
み
た
だ
け
で
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
　
3
0
と
も
あ
れ
、
本
審
決
の
定
立
し
た
法
命
題
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
　
ま
ず
、
「
本
件
に
お
け
る
が
如
き
事
情
の
下
に
、
或
る
者
が
他
の
者
の
行
動
を
予
測
し
、
こ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
る
意
思
で
同
一
行
動
に
出
る
」
と
言
う
行
動
類
型
を
上
記
①
の
ご
と
く
解
す
れ
ば
、
本
審
決
の
定
立
し
た
法
命
題
は
次
の
ご
と
く
な
ろ
う
。
　
　
「
集
会
に
お
い
て
種
々
雑
談
の
未
、
各
自
が
、
自
己
以
外
の
全
て
の
者
は
一
定
の
行
動
に
出
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
察
知
す
る
と
共
に
、
自
己
も
ま
た
、
こ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
よ
う
と
決
意
し
同
一
行
動
に
出
る
場
合
に
は
↓
こ
れ
ら
の
者
（
＝
各
自
と
自
己
以
外
の
全
て
の
者
）
の
間
に
意
思
の
連
絡
を
認
む
る
に
足
る
（
＝
意
思
の
連
絡
そ
の
も
の
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
、
も
し
く
は
意
思
の
連
絡
の
存
在
が
推
定
な
い
し
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
）
」
　
次
に
、
上
記
行
動
類
型
を
前
記
②
の
ご
と
く
解
す
れ
ば
、
本
審
決
の
定
立
し
た
法
命
題
は
次
の
ご
と
く
な
ろ
う
。
－134－
　
　
「
集
会
に
お
い
て
種
々
雑
談
の
末
、
集
会
の
メ
ン
バ
ー
の
任
意
の
二
人
（
惑
る
者
と
他
の
者
）
が
、
互
い
に
そ
の
行
動
を
予
測
し
、
互
い
に
歩
調
を
そ
ろ
え
る
意
思
で
同
一
行
動
に
で
る
場
合
に
は
、
↓
両
者
の
間
に
意
思
の
連
絡
を
認
む
る
に
足
る
（
＝
意
思
の
連
絡
そ
の
も
の
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
、
も
し
く
は
意
思
の
連
絡
の
存
在
が
推
定
な
い
し
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
）
」
２
　
間
接
事
実
に
よ
る
前
記
行
動
類
型
該
当
事
実
の
証
明
　
次
に
、
意
思
の
連
絡
の
外
延
に
含
ま
れ
る
一
つ
の
元
、
ま
た
は
意
思
の
連
絡
を
証
明
も
し
く
は
推
定
せ
し
め
る
間
接
事
実
と
し
て
の
、
上
記
行
動
類
型
「
集
合
、
雑
談
の
末
、
各
自
が
自
己
以
外
の
者
（
も
し
く
は
メ
ン
バ
ー
の
任
意
の
二
人
が
互
）
の
行
動
を
予
測
し
こ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
る
意
思
で
同
一
行
動
に
出
る
こ
と
」
に
該
当
す
る
具
体
的
事
実
の
存
在
は
、
ど
の
よ
う
に
立
証
さ
れ
て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
。
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出
０
本
審
決
は
、
こ
れ
を
直
接
、
証
拠
に
よ
り
認
定
せ
ず
に
、
種
々
の
間
接
事
実
に
よ
り
認
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
事
実
認
定
の
証
拠
な
ら
び
に
そ
の
説
明
」
に
よ
れ
ば
、
行
動
類
型
「
集
合
、
雑
談
の
未
、
各
自
が
自
己
以
外
の
者
（
も
し
く
は
メ
ン
バ
ー
の
任
意
の
二
人
が
互
）
の
行
動
を
予
測
し
こ
れ
を
歩
調
を
そ
ろ
え
る
意
思
で
同
一
行
動
に
出
る
こ
と
」
に
該
当
す
る
具
体
的
事
実
＝
「
本
件
指
定
製
造
業
者
の
間
に
は
、
大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド
株
式
会
社
事
務
所
及
び
旅
館
松
月
荘
の
会
合
を
通
じ
、
ま
た
は
そ
の
他
の
場
所
に
お
け
る
雑
談
の
結
果
、
第
一
回
及
び
第
二
回
入
札
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
前
記
の
価
格
（
＝
第
一
回
目
は
旧
例
外
許
可
価
格
の
約
一
割
高
、
第
二
回
目
は
旧
例
外
許
可
価
格
の
前
後
の
価
格
）
で
入
札
し
よ
う
と
の
空
気
が
漸
次
醸
成
せ
ら
れ
、
右
空
気
が
業
者
の
間
に
伝
わ
っ
た
為
、
被
審
人
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
一
般
の
空
気
を
認
識
し
、
こ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
る
意
思
で
、
第
一
回
及
び
第
二
回
入
札
共
そ
れ
ぞ
れ
前
記
の
価
格
で
入
札
す
る
に
至
っ
た
こ
と
（
こ
れ
は
第
五
、
第
六
認
定
事
実
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
」
を
、
次
の
よ
う
な
種
々
の
間
接
事
実
を
総
合
的
に
考
慮
し
た
結
果
と
し
て
認
定
し
て
い
る
。
（
な
お
、
こ
れ
ら
の
間
接
事
実
そ
の
も
の
は
、
参
考
人
の
陳
述
、
口
供
書
の
記
載
等
に
よ
り
認
定
さ
れ
て
い
る
。
）
1
0
①
　
本
件
入
札
に
つ
き
、
ど
の
程
度
の
価
格
で
入
札
す
れ
ば
落
札
す
ろ
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
各
業
者
に
と
っ
て
死
活
の
問
題
で
あ
っ
た
の
で
、
各
業
者
は
入
札
価
格
に
関
し
、
相
互
に
他
の
意
中
を
忖
度
し
合
っ
て
い
た
事
実
（
参
考
人
志
村
和
男
等
の
陳
述
に
よ
る
）
　
②
　
第
一
回
入
札
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
ス
ラ
イ
ド
条
項
は
適
用
さ
れ
ぬ
と
の
う
わ
さ
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
第
二
回
入
札
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）
お
い
て
は
、
そ
の
適
用
が
あ
る
旨
の
特
別
調
達
庁
の
声
明
が
あ
っ
た
こ
と
2
0
①
　
昭
和
二
十
三
年
四
月
十
日
頃
、
大
阪
の
合
板
業
者
の
代
表
者
ま
た
は
代
理
人
等
約
九
名
が
大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド
株
式
会
社
東
京
事
務
所
に
集
合
し
、
入
札
価
格
に
つ
き
雑
談
の
末
、
或
る
業
者
が
、
旧
例
外
許
可
価
格
の
約
一
割
増
程
度
の
価
格
で
入
札
す
る
の
－136－
か
適
当
と
思
う
旨
意
見
を
発
表
し
、
多
く
の
業
者
が
こ
れ
に
和
し
た
事
実
　
②
　
昭
和
二
十
三
年
四
月
八
日
、
指
定
製
造
業
者
の
大
部
分
が
東
京
上
野
精
養
軒
に
集
合
し
、
そ
の
帰
途
、
十
四
、
五
名
の
も
の
は
引
続
き
、
日
合
連
理
事
長
宮
崎
賢
一
郎
の
宿
舎
た
る
旅
館
松
月
荘
に
集
合
し
、
そ
の
際
入
札
価
格
に
関
す
る
問
題
も
話
題
に
上
が
り
、
出
席
者
の
神
奈
川
県
合
板
林
産
業
組
合
理
事
長
伊
藤
一
は
、
業
者
の
一
般
の
空
気
は
大
体
旧
例
外
許
可
価
格
の
約
一
割
増
程
度
の
価
格
で
入
札
す
る
意
向
で
あ
る
こ
と
を
推
察
し
、
そ
の
旨
を
指
定
製
造
業
者
た
る
日
本
造
船
株
式
会
社
の
鶴
見
工
場
長
佐
藤
悦
に
伝
達
し
た
事
実
　
③
　
右
の
他
に
も
、
同
月
十
一
日
頃
及
び
同
月
十
四
日
頃
の
二
回
に
わ
た
り
、
指
定
業
者
の
代
表
者
等
が
、
一
回
に
十
四
、
五
名
ず
つ
前
記
松
月
荘
に
集
合
し
て
入
札
価
格
に
関
し
雑
談
を
交
え
た
事
実
（
以
上
、
参
考
人
戸
田
健
次
他
の
陳
述
及
び
口
供
書
の
記
載
よ
り
認
定
）
　
④
　
業
者
の
聞
に
は
、
旧
例
外
許
可
価
格
の
一
割
増
程
度
の
価
格
で
入
札
し
よ
う
と
の
空
気
が
あ
っ
た
事
実
　
（
参
考
人
加
藤
栄
三
等
の
陳
述
に
よ
る
認
定
）
ｙ
　
被
審
人
等
が
、
第
一
回
入
札
に
お
い
て
は
、
旧
例
外
許
可
価
格
の
一
割
増
前
後
の
、
ま
た
、
第
二
回
入
札
に
お
い
て
は
、
旧
例
外
許
可
価
格
の
前
後
の
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
価
格
で
入
札
し
た
事
実
4
0
　
各
業
者
の
原
価
計
算
の
結
果
が
区
々
で
あ
る
こ
と
の
明
白
な
本
件
に
お
い
て
、
全
指
定
製
造
業
者
の
大
多
数
の
者
が
ほ
と
ん
ど
同
一
の
価
格
で
入
札
す
る
が
ご
と
き
こ
と
は
、
そ
こ
に
合
理
的
根
拠
が
あ
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
と
は
到
底
認
め
が
た
い
こ
と
。
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印
本
審
決
の
採
っ
た
立
証
方
法
を
一
般
化
し
て
み
れ
ば
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
、
ま
ず
、
参
考
人
の
陳
述
、
供
述
書
の
記
載
等
の
証
拠
に
基
づ
き
1
0
　
各
業
者
が
、
と
る
べ
き
行
動
に
つ
い
て
相
互
に
他
の
意
中
を
忖
度
し
合
っ
て
い
た
事
実
2
0
　
①
業
者
が
集
合
し
、
と
る
べ
き
行
動
に
つ
い
て
雑
談
し
、
②
あ
る
業
者
が
、
一
定
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
適
当
と
思
う
旨
発
表
し
、
多
く
の
業
者
が
こ
れ
に
和
し
、
③
少
な
く
と
も
一
人
の
業
者
が
一
般
の
空
気
を
推
察
し
た
事
実
3
0
　
業
者
の
行
動
が
一
致
し
た
事
実
（
平
行
行
為
群
の
存
在
）
（
結
果
の
一
致
）
4
0
　
各
業
者
の
原
価
計
算
の
結
果
が
区
々
で
あ
り
、
行
動
の
一
致
が
、
そ
れ
が
複
数
の
（
協
定
等
に
基
か
ぬ
）
独
立
の
行
為
の
併
存
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
を
示
す
、
合
理
的
根
拠
に
基
づ
く
も
の
と
い
え
な
い
こ
と
等
を
認
定
す
る
。
Ｂ
、
次
に
、
こ
れ
ら
の
間
接
事
実
の
総
合
的
考
察
に
基
づ
き
、
行
動
類
型
「
集
合
、
雑
談
の
末
、
各
自
が
自
己
以
外
の
者
（
も
し
く
は
集
合
、
雑
談
の
メ
ン
バ
ー
の
任
意
の
二
人
が
互
）
の
行
動
を
予
測
し
、
こ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
る
意
思
で
同
一
行
動
に
出
る
こ
と
」
に
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該
当
す
る
具
体
的
事
実
の
存
在
を
認
定
す
る
。
㈹
　
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
株
式
会
社
ほ
か
十
二
名
に
対
す
る
件
（
昭
和
二
十
七
年
（
判
）
第
二
号
、
昭
和
二
十
八
年
八
月
六
日
審
決
）
Ｉ
　
審
決
の
概
要
１
　
事
実
　
Ｐ
.
被
審
人
は
、
ス
フ
等
の
製
造
、
販
売
を
業
と
す
る
者
（
被
審
人
業
者
）
、
及
び
日
本
化
学
繊
維
協
会
（
被
審
人
協
会
＝
人
造
絹
糸
ま
た
は
合
成
繊
維
の
製
造
業
者
の
す
べ
て
な
ら
び
に
紡
績
業
者
の
大
多
数
を
会
員
と
し
、
我
国
化
学
繊
維
工
業
の
発
展
の
為
に
、
会
員
の
為
に
す
る
関
係
官
庁
と
の
連
絡
及
び
交
渉
、
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
者
団
体
）
で
あ
る
。
　
被
審
人
協
会
の
重
要
な
る
事
務
は
、
委
員
会
、
専
門
委
員
会
の
審
議
を
経
て
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
委
員
会
、
専
門
委
員
会
の
構
成
員
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
被
審
人
業
者
で
あ
っ
た
。
　
ｙ
昭
和
二
十
六
年
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
ス
フ
の
生
産
は
輸
出
の
増
加
等
に
伴
い
、
増
大
の
傾
向
に
転
じ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
我
国
経
済
界
は
朝
鮮
事
変
景
気
の
反
動
期
に
入
り
、
業
界
は
一
般
に
不
振
と
な
り
、
ス
フ
の
価
格
も
十
一
月
以
降
漸
落
に
向
い
、
生
産
も
翌
年
一
月
は
前
月
に
比
し
著
減
し
た
が
、
二
月
に
至
っ
て
再
び
増
加
し
た
。
　
3
0
こ
の
よ
う
な
状
態
の
下
に
、
絹
人
絹
綿
関
係
商
社
そ
の
他
の
関
連
業
者
の
窮
境
対
策
と
し
て
通
産
省
当
局
は
、
月
総
生
産
量
を
少
な
く
と
も
一
七
〇
〇
万
ポ
ン
ド
に
押
え
る
よ
う
生
産
制
限
を
勧
告
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
こ
の
旨
が
通
産
繊
維
局
長
の
命
を
受
け
た
田
村
課
長
に
よ
り
、
被
審
人
協
会
の
理
事
長
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
際
、
田
村
課
長
は
、
川
口
理
事
長
の
適
当
と
思
料
す
ろ
基
準
か
ら
割
り
出
し
て
月
の
総
生
産
量
が
一
六
〇
〇
万
な
い
し
一
七
〇
〇
万
ポ
ン
ド
と
な
る
よ
う
各
社
が
減
産
す
る
よ
う
各
社
の
首
脳
－139－
者
に
伝
え
ら
れ
た
い
と
依
頼
し
た
。
そ
の
後
も
通
産
省
よ
り
の
勧
告
が
被
審
人
協
会
理
事
長
な
ら
び
に
被
審
人
業
者
に
対
し
、
し
ば
し
ば
な
さ
れ
た
。
　
4
0
こ
の
こ
ろ
関
連
業
界
及
び
金
融
関
係
方
面
か
ら
も
操
短
を
必
要
と
す
る
意
見
が
し
ば
し
ば
表
明
さ
れ
て
い
た
。
　
5
0
三
月
三
日
頃
、
被
審
人
協
会
の
ス
フ
部
会
が
開
か
れ
、
理
事
長
よ
り
通
産
省
か
ら
の
操
短
の
勧
告
の
次
第
を
伝
え
、
続
い
て
、
ス
フ
の
生
産
数
量
の
調
節
に
つ
き
論
議
が
な
さ
れ
た
が
、
一
七
〇
〇
万
ポ
ン
ド
を
１
ヵ
月
の
全
生
産
量
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
異
論
が
多
か
っ
た
。
三
月
十
日
頃
、
第
四
十
六
回
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
田
代
会
長
が
通
産
省
か
ら
の
ス
フ
の
操
短
勧
告
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
共
に
、
当
時
の
経
済
界
の
あ
ら
ゆ
る
情
勢
か
ら
み
て
ス
フ
製
造
業
者
は
そ
の
良
識
に
訴
え
て
減
産
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
旨
の
意
兌
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
対
し
賛
否
の
両
論
が
出
、
議
論
は
相
当
紛
糾
し
た
の
で
一
且
他
の
議
題
に
移
っ
た
後
再
び
こ
の
問
題
に
立
ち
戻
り
、
種
々
意
見
の
交
換
質
疑
応
答
等
の
末
、
さ
し
あ
た
り
三
、
四
月
の
ス
フ
生
産
に
関
し
、
一
応
月
総
生
産
量
を
一
七
〇
〇
万
ポ
ン
ド
に
圧
縮
す
る
と
各
社
が
ど
れ
だ
け
減
産
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
一
つ
の
具
体
的
試
案
を
提
示
し
た
（
二
十
七
年
一
月
の
実
績
に
比
し
、
各
社
が
減
算
す
べ
き
比
率
を
提
示
し
た
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
種
々
質
問
論
議
が
行
な
わ
れ
、
結
局
改
ま
っ
て
採
決
も
な
く
議
長
か
ら
別
段
し
め
く
く
り
の
如
き
あ
い
さ
つ
も
さ
れ
る
こ
と
な
く
会
議
は
そ
の
ま
ま
終
了
し
た
。
　
次
い
で
四
月
八
日
、
「
五
月
以
降
の
ス
フ
の
生
産
に
つ
い
て
」
を
議
題
と
し
て
ス
フ
部
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
た
ま
た
ま
出
席
し
た
通
産
省
繊
維
局
長
は
一
七
〇
〇
万
ポ
ン
ど
以
内
に
生
産
を
抑
制
す
る
よ
う
重
ね
て
要
望
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
同
局
長
と
出
席
者
間
に
種
々
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
後
結
局
議
長
よ
り
当
局
の
指
示
に
沿
っ
て
各
自
自
粛
す
る
こ
と
と
す
べ
し
と
儀
礼
的
あ
い
さ
つ
を
し
て
部
会
を
終
え
た
。
　
四
月
十
日
に
は
第
四
十
七
回
委
員
会
が
開
か
れ
、
会
長
よ
り
、
通
産
省
の
意
向
に
沿
う
よ
う
自
粛
さ
れ
た
い
旨
の
希
望
が
述
べ
ら
－140 -－
れ
た
。
　
6
0
ス
フ
の
生
産
は
、
三
月
は
約
一
八
〇
一
万
ポ
ン
ド
で
通
産
省
の
勧
告
の
数
量
を
上
回
っ
た
が
、
二
月
の
約
一
九
二
四
万
二
千
ポ
ン
ド
に
比
す
れ
ば
約
百
万
ポ
ン
ド
の
減
少
で
あ
り
、
四
月
は
約
一
七
六
〇
万
九
千
ポ
ン
ド
と
さ
ら
に
減
少
し
た
。
各
社
別
の
生
産
量
も
全
社
例
外
な
く
こ
の
両
月
は
二
月
よ
り
減
少
し
て
お
り
、
し
か
も
二
、
三
の
顕
著
な
例
外
を
除
い
て
は
三
、
四
月
頃
と
も
そ
の
生
産
量
は
前
記
四
十
六
回
委
員
会
の
田
代
会
長
提
示
の
試
案
に
お
け
る
減
産
率
を
適
用
し
た
数
量
と
同
じ
で
あ
る
か
ま
た
は
す
こ
ぶ
る
近
似
し
て
い
る
。
し
か
し
五
月
に
入
っ
て
は
総
生
産
量
は
約
一
八
六
九
万
四
千
ポ
ン
ド
に
増
加
し
、
そ
の
後
引
き
続
き
増
勢
を
た
ど
っ
た
。
２
　
審
決
要
旨
　
本
審
決
は
、
法
の
適
用
に
お
い
て
、
被
審
人
協
会
の
行
為
は
、
昭
和
二
十
七
年
三
月
及
び
四
月
の
ス
フ
の
生
産
の
統
制
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
構
成
事
業
者
の
活
動
を
制
限
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
事
業
者
団
体
法
第
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
八
号
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
後
、
被
審
人
業
者
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
　
　
「
被
審
人
日
本
化
学
繊
維
協
会
を
除
く
そ
の
余
の
被
審
人
等
（
以
下
被
審
人
業
者
と
い
う
）
は
、
い
ず
れ
も
被
審
人
協
会
の
構
成
員
で
あ
り
か
つ
そ
の
役
員
と
し
て
そ
の
運
営
に
当
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
上
記
の
被
審
人
協
会
の
諸
会
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ
代
表
者
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
認
定
事
実
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
会
合
に
お
い
て
は
被
審
人
業
者
ら
の
共
同
操
短
が
論
議
さ
れ
具
体
的
生
産
割
当
案
が
審
議
さ
れ
た
が
結
局
こ
の
案
が
正
式
に
採
択
さ
れ
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
も
っ
と
も
私
的
独
占
禁
止
法
弟
三
条
お
よ
び
第
四
条
等
に
規
定
す
る
共
同
行
為
が
成
立
す
る
為
に
は
明
示
的
意
思
の
合
致
は
必
ず
し
も
要
件
で
は
な
い
。
故
に
た
と
え
、
正
式
に
決
議
が
成
立
せ
ず
な
ん
ら
明
示
の
合
意
が
存
存
し
な
く
て
も
、
こ
の
種
の
会
合
に
お
け
る
協
議
の
結
果
多
数
の
意
向
が
一
致
す
一141 －
る
と
き
は
そ
の
他
の
も
の
も
こ
れ
に
従
う
と
い
う
慣
行
が
成
立
し
て
お
り
、
は
た
ま
た
平
素
の
被
審
人
業
者
間
の
関
係
が
少
数
の
反
対
者
も
多
数
の
は
っ
き
り
し
た
意
思
に
反
し
て
生
産
を
行
な
う
こ
と
を
情
義
上
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
実
際
上
困
難
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
明
示
の
合
意
の
成
立
を
ま
た
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
単
に
生
産
制
限
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
情
況
か
ら
業
者
ら
は
他
の
す
べ
て
の
業
者
も
生
産
制
限
を
行
な
う
こ
と
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
信
頼
し
て
各
自
生
産
制
限
を
実
行
し
た
も
の
と
す
れ
ば
黙
示
的
に
意
思
の
合
致
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
共
同
行
為
が
成
立
し
た
と
見
る
を
妨
げ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
本
件
に
お
い
て
は
被
審
人
業
者
間
に
右
に
述
べ
た
よ
う
な
慣
行
そ
の
他
の
関
係
が
成
立
し
て
い
た
も
の
と
見
る
べ
き
根
拠
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
結
果
に
お
い
て
も
、
三
、
四
両
月
の
実
績
は
全
体
と
し
て
減
産
の
傾
向
は
著
し
い
が
、
し
か
も
な
お
提
議
さ
れ
た
協
定
案
の
線
と
は
か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
り
各
社
別
に
は
少
数
な
が
ら
協
定
案
を
は
る
か
に
上
回
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
前
記
の
通
り
で
あ
っ
て
、
こ
の
間
に
暗
黙
の
間
に
も
共
同
意
思
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
　
よ
っ
て
、
被
審
人
業
者
ら
の
行
為
は
、
審
判
開
始
決
定
書
に
問
擬
せ
る
ご
と
く
私
的
独
占
禁
止
法
第
三
条
ま
た
は
第
四
条
に
違
反
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
を
得
な
い
。
」
Ⅱ
　
考
察
１
　
意
思
の
合
致
の
成
立
要
件
の
緩
和
、
（
ま
た
は
意
思
の
合
致
の
間
接
事
実
に
よ
る
証
明
）
一一142一
　
審
決
は
「
法
の
適
用
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
一
般
的
法
命
題
（
法
命
題
Ａ
）
を
定
立
し
て
い
る
。
「
ぴ
会
合
に
お
い
て
議
案
が
正
式
に
採
決
さ
れ
た
場
合
に
は
、
↓
意
思
の
合
致
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
　
2
0
会
合
に
お
い
て
正
式
に
決
議
が
成
立
せ
ず
、
何
ら
明
示
の
合
意
が
存
在
し
な
く
と
も
、
こ
の
種
の
会
合
に
お
け
る
協
議
の
結
果
多
数
の
意
向
が
一
致
す
る
と
き
は
そ
の
他
の
者
も
こ
れ
に
従
う
と
い
う
慣
行
が
成
立
し
て
お
り
、
は
た
ま
た
、
平
素
の
被
審
人
業
者
間
の
関
係
が
少
数
の
反
対
者
も
多
数
の
は
っ
き
り
し
た
意
思
に
反
し
て
生
産
を
行
な
う
こ
と
を
情
義
上
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
実
際
上
困
難
に
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
明
示
の
合
意
の
成
立
を
ま
た
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
単
に
生
産
制
限
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
そ
の
情
況
か
ら
業
者
ら
は
他
の
す
べ
て
の
業
者
も
生
産
制
限
を
行
な
う
こ
と
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
信
頼
し
て
各
自
生
産
制
限
を
実
行
し
た
も
の
と
す
れ
ば
↓
黙
示
的
に
意
思
の
合
致
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
共
同
行
為
が
成
立
し
た
と
見
る
の
を
妨
げ
な
い
。
」
　
こ
の
法
命
題
Ａ
２
０
の
効
果
部
分
「
黙
示
的
に
意
思
の
合
致
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
共
同
行
為
が
成
立
し
た
と
見
る
の
を
妨
げ
な
い
」
の
意
味
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
文
脈
か
ら
考
え
て
①
こ
の
命
題
の
要
件
部
分
た
る
行
動
類
型
「
会
合
に
お
い
て
正
式
に
決
議
が
成
立
せ
ず
、
何
ら
明
示
の
合
意
が
存
在
し
な
く
と
も
、
こ
の
種
の
会
合
に
お
け
る
協
議
…
…
場
合
に
よ
っ
て
は
単
に
生
産
制
限
に
つ
い
て
話
合
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
そ
の
状
情
か
ら
業
者
ら
は
他
の
す
べ
て
の
業
者
も
生
産
制
限
を
行
な
う
こ
と
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
信
頼
し
て
各
自
生
産
制
限
を
実
行
す
る
こ
と
」
が
、
「
黙
示
的
意
思
の
合
致
」
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
（
も
し
く
は
そ
の
外
延
に
含
ま
れ
る
こ
と
）
、
ま
た
は
、
②
こ
の
行
動
類
型
が
意
思
の
連
絡
を
証
明
も
し
く
は
推
定
せ
し
め
る
間
接
事
実
の
類
型
で
あ
る
こ
と
、
の
い
ず
れ
か
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
し
て
、
本
件
に
お
い
て
は
法
命
題
Ａ
１
０
の
「
正
式
採
択
」
及
び
法
命
題
Ａ
２
０
の
「
慣
行
そ
の
他
の
関
係
」
が
成
立
し
て
い
た
も
－143－
の
と
事
実
認
定
で
き
な
い
こ
と
（
及
び
結
果
が
協
定
案
と
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
）
か
ら
、
黙
示
的
に
も
意
思
の
合
致
が
あ
っ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
法
命
題
Ａ
は
ゆ
る
や
か
な
意
味
で
の
反
対
解
決
を
許
す
性
質
の
法
命
題
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
記
法
命
題
Ａ
は
、
『
1
0
正
式
に
採
択
が
な
さ
れ
も
せ
ず
、
ま
た
、
　
2
0
「
こ
の
種
の
会
合
に
お
け
る
協
議
の
結
果
多
数
の
意
向
が
一
致
す
る
と
き
は
そ
の
他
の
者
も
こ
れ
に
従
う
と
い
う
慣
行
が
成
立
し
て
お
り
、
は
た
ま
た
、
平
素
の
被
審
人
業
者
間
の
関
係
が
少
数
の
反
対
者
も
多
数
の
は
っ
き
り
し
た
意
思
に
反
し
て
生
産
を
行
な
う
こ
と
を
情
義
上
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
実
際
上
困
難
に
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
明
示
の
合
意
の
成
立
を
ま
た
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
単
に
生
産
制
限
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
そ
の
情
況
か
ら
業
者
ら
は
他
の
す
べ
て
の
業
者
も
生
産
制
限
を
行
な
う
こ
と
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
信
頼
し
て
各
自
生
産
制
限
を
実
行
し
た
も
の
」
と
も
い
え
ず
、
か
つ
、
　
3
0
厳
密
な
行
為
の
一
致
も
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
↓
共
同
意
思
の
存
在
は
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
』
と
い
う
法
命
題
（
法
命
題
Ｂ
）
を
含
む
も
の
と
し
て
定
立
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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法
命
題
Ａ
２
０
の
要
件
に
該
当
す
る
事
実
の
否
定
　
本
審
決
は
、
１
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
「
正
式
に
議
案
の
採
択
さ
れ
た
事
実
も
な
く
、
法
命
題
Ａ
２
０
の
要
件
部
分
に
該
当
す
る
事
実
も
な
く
、
か
つ
、
結
果
の
厳
密
な
一
致
も
な
い
本
件
の
場
合
に
は
、
共
同
意
思
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
本
稿
の
問
題
意
識
か
ら
し
て
特
に
問
題
と
す
べ
き
は
、
法
命
題
Ａ
２
０
の
要
件
部
分
に
該
当
す
る
事
実
も
な
い
と
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
法
の
適
用
に
お
い
て
は
、
き
わ
め
て
簡
単
に
「
・
：
右
に
述
べ
た
よ
う
な
慣
行
そ
の
他
の
関
係
が
成
立
し
て
い
た
も
の
と
見
る
べ
き
根
拠
が
な
い
」
と
い
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
本
件
に
表
わ
れ
た
全
て
の
証
拠
及
び
そ
れ
よ
り
認
定
さ
れ
た
間
接
事
実
を
綜
合
し
て
も
上
記
事
実
を
認
定
で
き
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
－146－
　
そ
こ
で
、
次
に
、
ま
ず
本
件
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
間
接
事
実
を
、
審
決
を
し
て
法
命
題
Ａ
２
０
の
要
件
に
該
当
す
る
事
実
の
存
在
を
認
定
せ
し
め
る
方
向
に
働
い
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
（
プ
フ
ス
事
実
）
と
そ
れ
を
否
定
せ
し
め
る
方
向
に
働
ら
い
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ス
事
実
）
に
分
類
し
、
し
か
る
後
、
本
審
決
の
認
定
態
度
の
一
般
化
を
試
み
て
み
た
い
。
田
　
プ
ラ
ス
事
実
と
マ
イ
ナ
ス
事
実
　
　
（
プ
ラ
ス
事
実
）
　
ま
ず
、
プ
ラ
ス
事
実
と
し
て
次
の
よ
う
な
事
実
が
考
え
ら
れ
る
。
　
1
0
会
合
（
委
員
会
、
ス
フ
部
会
）
が
も
た
れ
、
操
短
が
話
題
と
な
っ
た
こ
と
　
2
0
出
席
者
間
に
は
動
機
は
異
な
る
に
せ
よ
、
全
ス
フ
業
者
歩
調
を
そ
ろ
え
て
何
程
か
の
生
産
制
限
を
す
ろ
こ
と
が
望
ま
し
い
と
す
る
空
気
が
あ
り
、
そ
し
て
会
議
を
重
ね
る
う
ち
に
、
さ
ら
に
多
数
の
者
が
本
心
か
ら
あ
る
い
は
事
情
や
む
な
く
と
し
て
被
審
人
協
会
の
意
向
に
同
調
す
る
に
い
た
っ
た
事
実
、
（
但
し
会
議
に
お
い
て
、
議
論
が
相
当
紛
糾
し
た
こ
と
、
及
び
生
産
制
限
に
対
し
て
は
明
ら
か
に
反
対
を
唱
え
た
も
の
も
あ
り
、
又
、
心
中
反
対
の
意
向
を
も
っ
て
い
た
者
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
会
合
の
慣
例
と
し
て
正
式
に
採
決
し
て
お
ら
ず
、
議
決
は
多
数
決
に
よ
る
等
の
規
定
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
反
対
意
見
の
者
ま
で
も
拘
束
す
る
決
議
が
成
立
し
た
と
は
い
う
こ
と
を
得
な
い
と
さ
れ
た
点
は
、
マ
イ
ナ
ス
事
実
と
し
て
働
ら
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
）
　
3
0
委
員
会
に
お
い
て
改
ま
っ
て
採
決
も
な
く
、
議
長
か
ら
別
段
し
め
く
く
り
の
如
き
あ
い
さ
つ
も
な
か
っ
た
が
、
第
四
十
六
回
委
員
会
議
事
録
に
「
…
…
ス
フ
綿
に
つ
い
て
は
供
給
過
剰
の
た
め
市
場
を
圧
迫
し
て
い
る
の
で
こ
の
際
市
況
安
定
の
為
に
は
当
局
よ
り
操
短
の
勧
告
を
受
け
る
ま
で
も
な
く
、
三
、
四
月
の
両
月
各
社
は
徹
底
し
た
自
粛
操
業
が
必
要
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
」
旨
の
記
載
が
あ
ろ
こ
と
（
↓
会
議
の
性
格
を
表
わ
す
）
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４
０
行
動
（
結
果
）
の
一
致
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
①
二
月
頃
は
生
産
増
加
の
傾
向
に
あ
っ
た
の
に
、
ス
フ
の
総
生
産
量
は
、
二
月
の
一
九
二
四
万
二
千
ポ
ン
ド
か
ら
三
月
一
ハ
○
一
万
五
千
ポ
ン
ド
、
四
月
一
七
ハ
○
万
九
千
ポ
ン
ド
に
減
少
し
②
各
社
別
の
生
産
量
も
、
全
社
例
外
な
く
三
、
四
月
は
二
月
よ
り
減
少
し
て
お
り
、
二
、
三
の
顕
著
な
例
外
を
除
い
て
は
、
三
、
四
月
と
も
四
十
六
回
委
員
会
の
田
代
会
長
提
示
の
議
案
に
お
け
る
減
算
率
を
適
用
し
た
数
量
と
同
一
で
あ
る
か
、
ま
た
は
す
こ
ぶ
る
近
似
し
て
お
り
、
③
五
月
以
降
は
再
び
増
加
を
た
ど
っ
た
こ
と
。
　
5
0
し
か
し
、
①
各
製
造
業
者
の
取
引
上
の
利
害
関
係
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
不
況
に
対
し
て
も
そ
の
思
惑
は
必
ず
し
も
一
様
で
な
い
の
が
業
界
の
常
で
あ
り
、
②
生
産
制
限
の
必
要
を
認
め
ず
共
同
操
短
に
反
対
し
て
い
た
者
も
あ
り
、
③
全
体
と
し
て
自
然
に
放
置
す
れ
ば
、
生
産
が
増
加
す
べ
き
勢
い
に
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
、
三
、
四
月
の
生
産
量
減
産
は
経
済
法
則
に
基
づ
く
自
然
現
象
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
。
　
6
0
通
産
省
の
勧
告
の
内
容
は
、
生
産
総
量
に
お
い
て
も
一
六
〇
〇
な
い
し
一
七
〇
〇
万
ポ
ン
ド
と
い
う
巾
の
あ
る
も
の
で
確
定
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
重
要
な
要
素
に
お
い
て
不
確
定
な
勧
告
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
各
個
の
業
者
は
従
う
に
由
な
く
、
ま
ず
何
人
か
が
こ
れ
を
決
定
し
、
ま
た
は
業
者
ら
が
話
し
合
っ
て
こ
れ
を
決
定
し
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
奥
行
で
き
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
　
　
マ
イ
ナ
ス
事
実
）
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次
に
マ
イ
ナ
ス
事
実
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
教
え
ら
れ
る
。
　
1
0
（
会
議
を
重
ね
る
う
ち
に
多
数
の
も
の
が
協
会
の
意
向
に
同
調
す
る
に
至
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
）
こ
れ
に
対
し
て
は
明
ら
か
に
反
対
を
唱
え
た
者
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
会
合
の
慣
例
と
し
て
正
式
に
採
決
を
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
議
決
は
多
数
決
に
よ
る
等
の
規
約
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
反
対
意
見
の
者
ま
で
も
拘
束
す
る
決
議
が
成
立
し
た
と
は
い
う
こ
と
を
得
な
い
こ
と
。
　
2
0
通
産
省
の
操
短
勧
告
が
会
合
者
に
な
さ
れ
、
ま
た
、
被
審
人
協
会
か
ら
も
具
体
的
減
産
試
案
が
提
出
さ
れ
、
各
業
者
が
通
産
省
も
し
く
は
被
審
人
協
会
の
意
思
を
尊
重
し
て
自
発
的
に
減
算
を
行
な
っ
た
と
判
定
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
。
　
3
0
結
果
の
一
致
の
不
徹
底
　
各
業
者
の
行
動
は
協
会
の
具
体
的
試
案
（
各
社
別
減
算
率
）
と
は
、
大
体
は
一
致
し
て
い
ろ
と
い
え
る
が
、
厳
密
に
い
え
ば
差
異
が
あ
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
生
産
総
額
に
つ
い
て
い
え
ば
、
三
、
四
月
は
、
二
月
の
一
九
二
四
万
二
九
ポ
ン
ド
に
比
べ
れ
ば
、
一
八
〇
一
万
ポ
ン
ド
（
三
月
）
、
一
七
八
〇
万
九
千
ポ
ン
ド
（
四
月
）
と
か
な
り
生
産
が
減
少
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
通
産
省
、
協
会
の
希
望
額
一
六
〇
〇
万
な
い
し
一
七
〇
〇
万
ポ
ン
ド
よ
り
は
上
回
っ
て
お
り
、
ま
た
各
社
別
生
産
量
に
つ
い
て
も
、
大
部
分
は
田
代
会
長
提
示
の
試
案
に
お
け
る
減
産
率
を
適
用
し
た
数
量
と
同
一
で
あ
る
か
、
ま
た
は
す
こ
ぶ
る
近
似
し
て
い
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
二
、
三
の
顕
著
な
例
外
が
あ
る
こ
と
。
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（
1
3
）
　
同
二
六
頁
、
事
実
及
び
証
拠
（
６
）
②
　
当
審
決
の
法
命
題
Ａ
２
０
の
要
件
に
該
当
す
る
事
実
の
認
定
に
関
す
る
態
度
は
、
上
記
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
事
実
及
び
法
の
適
用
の
記
述
を
参
照
し
て
次
の
よ
う
に
多
少
な
り
と
も
一
般
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
証
拠
等
に
基
づ
き
、
　
1
0
業
者
間
に
会
合
が
も
た
れ
、
競
争
制
限
的
行
動
が
話
題
と
さ
れ
、
多
数
の
者
が
競
争
制
限
的
行
動
を
と
る
よ
う
決
心
す
る
に
至
　
2
0
二
、
三
の
顕
著
な
例
外
を
除
い
て
、
あ
る
標
準
（
例
え
ば
減
算
率
）
か
ら
み
て
一
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
行
動
群
（
平
行
行
－150－
為
群
）
が
存
在
し
、
こ
れ
が
経
済
法
則
に
よ
り
説
明
で
き
な
い
こ
と
、
が
認
定
さ
れ
た
場
合
で
も
、
　
1
0
会
合
に
お
い
て
、
反
対
を
明
ら
か
に
唱
え
る
者
が
少
数
で
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
反
対
意
見
ま
で
も
拘
束
す
る
よ
う
な
決
議
が
黙
示
的
に
も
成
立
し
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
　
ｙ
上
記
標
準
（
例
え
ば
減
算
率
）
か
ら
み
て
、
上
記
平
行
行
為
群
と
は
顕
著
に
異
な
る
行
動
を
と
る
者
が
二
、
三
あ
り
、
　
3
0
事
業
者
団
体
、
行
政
官
庁
等
、
業
者
へ
の
影
響
力
が
強
い
者
か
ら
競
争
制
限
的
行
為
を
と
る
こ
と
へ
の
具
体
的
要
請
が
な
さ
れ
、
業
者
の
各
々
が
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
動
し
た
と
認
定
さ
れ
得
る
余
地
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
↓
法
命
題
Ａ
２
０
の
要
件
に
該
当
す
る
事
実
は
認
定
さ
れ
な
い
。
」
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